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寄
場
手
業
掛
山
田
孫
左
衞
門

創
設
期
人
足
寄
場
と
そ
の
後
に
つ
い
て
の
管
見

高

塩

博

は
じ
め
に

一

山
田
孫
左
衛
門
の
任
期
と
世
評

二

宝
暦
現
来
集
」
と
山
田
孫
左
衛
門

三

宝
暦
現
来
集
」
の
寄
場
記
事

四

寄
場
役
人
と
手
業

五

紙
漉
と
手
業
掛
山
田
孫
左
衛
門

六

褒
美
銭
」
と
「
煙
草
銭
」

七

寄
場
逃
走
者
に
対
す
る
措
置

む
す
び

は

じ

め

に

創
設
期
の
人
足
寄
場
に
お
い
て
、
手
業
掛
を
勤
め
た
者
に
山
田
孫
左
衛
門
と
い
う
人
物
が
い
た
。
手
業
掛
と
は
、
技
能
を
要
す
る
作

業
を
人
足
に
教
習
す
る
役
目
を
も
っ
た
寄
場
役
人
で
あ
る
。
寄
場
下
役
十
八
人
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
た
。
こ
の
小
稿
は
、
手
業
掛
山
田

孫
左
衛
門
が
書
き
残
し
た
寄
場
記
事
を
紹
介
し
て
長
谷
川
平
蔵
の
運
営
し
た
創
設
期
寄
場
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
そ
う
し
た
創
設
期

の
実
際
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
あ
る
い
は
継
続
し
た
か
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で

１
）

あ
る
。
長
谷
川
平
蔵
が
寄
場
取
扱
と
し
て
加
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役
方
人
足
寄
場
を
運
営
し
た
の
は
、
創
設
日
の
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
二
月
十
九
日
か
ら
解
任
さ
れ
た
同
四
年
六
月
四
日
ま
で
の
二

年
四
箇
月
ほ
ど
で
あ
る
。

一

山
田
孫
左
衛
門
の
任
期
と
世
評

後
述
す
る
よ
う
に
、
寄
場
取
扱
長
谷
川
平
蔵
の
も
と
に
は
部
下
と
し
て
寄
場
元
締
役
三
人
、
寄
場
下
役
十
八
人
が
配
属
さ
れ
て
い

た
。
寄
場
下
役
は
、
寄
場
発
足
当
初
は
こ
の
役
を
「
見
張
番
人
」
と
称
し
て
い
る
。
寛
政
二
年
四
月
九
日
、
老
中
松
平
定
信
は
小
普
請

組
よ
り
佐
藤
吉
蔵
以
下
の
十
八
人
を
見
張
番
人
に
任
命
し
、
こ
の
こ
と
を
長
谷
川
平
蔵
に
通
達

２
）

し
た
。
こ
の
通
達
に
接
し
た
長
谷
川
平

蔵
は
、
一
日
六
人
勤
務
の
三
組
体
制
を
敷
く
こ
と
、
勤
務
に
際
し
て
は
十
手
を
携
行
す
る
こ
と
な
ど
を
定
信
に
伺
っ
て

３
）

い
る
。「
寄
場

下
役
」
と
い
う
役
職
は
寛
政
二
年
中
に
置
か
れ
た
。
見
張
番
人
十
八
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
口
田
平
吉
が
、
同
年
十
二
月
八
日
に
こ

の
役
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
で

４
）

あ
る
。
こ
の
段
階
で
「
見
張
番
人
」
か
ら
「
寄
場
下
役
」
に
職
名
が
変
わ
っ
た
の
で
あ

５
）

ろ
う
。

小
普
請
組
の
山
田
孫
左
衛
門
は
、
寛
政
三
年
九
月
十
五
日
に
「
加
役
方
人
足
寄
場
下
役
」
に
任
命
さ
れ
た
。
小
普
請
組
か
ら
同
時
に

寄
場
下
役
に
任
じ
ら
れ
た
も
の
に
浅
川
三
次
郎
、
大
竹
金
右
衛
門
、
駒
野
喜
十
郎
の
三
人
、
藤
田
次
助
は
黒
鍬
之
者
か
ら
寄
場
下
役
に

転
じ
た
。
ま
た
こ
の
時
、「
加
役
方
人
足
寄
場
元
〆
役
」
と
し
て
浜
御
殿
吟
味
役
の
直
井
甚
十
郎
が
任
命
さ
れ
て

６
）

い
る
。

山
田
孫
左
衛
門
は
し
か
し
、
寄
場
下
役
を
一
年
間
勤
務
し
た
だ
け
で
、
翌
四
年
九
月
四
日
、
新
設
さ
れ
た
幕
府
医
学
教
育
機
関
の
医

学
館
へ
「
俗
事
取
扱
」
と
し
て
転
出
し
て
し
ま
っ
た
。
松
平
定
信
が
目
付
の
中
川
勘
三
郎
、
間
宮
諸
左
衛
門
に
申
し
渡
し
た
文
面
に
、

「
山
田
孫
右

マ
マ
左
）衛

門
義
、
御
目
付
支
配
無
役
世
話
役
増
人
ニ
申
渡
、
場
所

之
通
、
御
足
高
御
足
扶
持
被
下
候
間
、
其
段
可
申
渡
旨
、
寄

場
奉
行
え
申
渡
候
間
、
直
ニ
医
学
館
え
出
役
被
申
渡
云
々
」
と
見
え
て

７
）

い
る
。
又
、
後
述
す
る
「
宝
暦
現
来
集
」（
巻
之
四
医
学
館
開
発
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之
事
）
に
お
い
て
も
、
山
田
孫
左
衛
門
が
医
学
館
の
開
設
と
同
時
に
そ
の
俗
事
取
扱
に
就
任
し
た
こ
と
が
左
の
よ
う
に
見
え
て

８
）

い
る
。

○
医
学
館
、
寛
政
四
子
年
九
月
六
日
よ
り
公
儀
之
御
役
所
と
成
け
り
、（
中
略
）
寛
政

マ
マ
子
）

四
未
年
よ
り
公
儀
御
物
入
に
て
御
役
所
と

な
る
、
永
寿
院
仕
来
之
通
り
、
町
方
不
如
意
之
者
へ
は
不
絶
百
人
宛
御
施
薬
被
下
け
る
、
此
御
役
所
掛
り
若
年
寄
堀
田
摂
津
守

殿
、
御
目
付
中
川
勘
三
郎
・
間
宮
諸
左
衞
門
、
御
徒
目
付
杉
崎
惣
兵
衛
・
山
本
庄
左
衞
門
、
俗
事
取
扱
之
方
へ
山
田
孫
左
衛
門
・

山
上
藤
兵
衛
、
此
外
御
小
人
目
付
両
人
新
規
に
被
仰
付
、（
中
略
）
俗
事
取
扱
役
は
両
人
共
役
所
詰
に
て
、
御
長
屋
渡
り
孫
左
衞

門
・
藤
兵
衛
両
人
共
定
詰
め
相
勤
け
る
、

わ
ず
か
一
年
間
の
寄
場
勤
め
で
は
あ
っ
た
が
、
孫
左
衛
門
に
対
す
る
世
評
が
水
野
為
永
の
「
よ
し
の
冊
子
」
に
左
の
よ
う
に
伝
え
ら

れ
て

９
）

い
る
。

一

人
足
寄
場
掛
り
山
田
孫
左
衞
門
ハ
、
長
谷
川
平
蔵
至
て
気
ニ
入
も
の
ゝ
由
。
孫
左
衞
門
一
躰
は
ま
り
、
気
根
宜
く
人
足
共
を

能
あ
い
し
ら
ひ
、
何
レ
も
服
し
居
候
よ
し
。
紙
漉
、
蝋
燭
抔
も
自
分
ニ
て
拵
へ
、
入
用
も
是
程
掛
り
候
へ
バ
出
来
候
と
申
事

を
、
委
し
く
教
候
て
段
々
相
仕
立
、
町
家
へ
売
ニ
参
候
へ
バ
、
跡
よ
り
附
参
り
、
様
子
見
候
抔
甚
細
か
に
心
付
候
由
。
四
五
日

程
ヅ
ヽ
寄
場
ニ
罷
有
、
宿
へ
ハ
四
五
日
に
一
遍
程
ヅ
ヽ
一
寸
帰
り
、
直
ニ
島
へ
参
候
由
。
殊
外
励
敷
勤
ニ

御
ざ
候
よ
し
の
さ

た
。

よ
し
の
冊
子
」
は
、
股
肱
の
臣
水
野
為
永
が
幕
臣
に
関
す
る
評
判
や
う
わ
さ
話
、
あ
る
は
江
戸
市
中
に
お
け
る
様
々
な
世
評
な
ど

を
書
き
と
め
、
松
平
定
信
に
日
々
報
告
し
た
書
で
あ
る
。
定
信
は
、
こ
の
報
告
を
施
政
上
の
参
考
に
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
に
伝
存
す

る
「
よ
し
の
冊
子
」
は
、
桑
名
藩
士
駒
井
乗
邨
（
号
鶯
宿
）
が
転
写
し
た
抄
出
本
で
あ
り
、
右
の
記
事
は
寛
政
四
年
三
月
二
十
二
日
か

ら
同
年
四
月
八
日
に
か
け
て
の
間
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の
記
事
に
よ
る
と
、
孫
左
衛
門
は
寄
場
勤
務
に
精
勤
し
、
紙
漉
や
蝋
燭
作
り
の

手
業
を
人
足
ど
も
に
根
気
よ
く
教
習
し
、
人
足
た
ち
も
孫
左
衛
門
の
教
え
に
お
と
な
し
く
従
っ
て
お
り
、
寄
場
の
責
任
者
長
谷
川
平
蔵
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の
請
け
も
際
だ
っ
て
良
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
孫
左
衛
門
の
勤
務
ぶ
り
は
寄
場
に
四
五
日
滞
在
し
た
の
ち
、
自
宅
に
は
少
し
だ
け
帰

り
、
又
し
て
も
四
五
日
勤
務
し
て
い
る
と
い
う
。
長
谷
川
平
蔵
が
定
信
に
伺
っ
た
勤
務
の
仕
方
と
は
違
っ
て
、
き
わ
め
て
勤
勉
で
あ

る
。

二

宝
暦
現
来
集
」
と
山
田
孫
左
衛
門

人
足
寄
場
創
設
期
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
は
、「
宝
暦
現
来
集
」
と
い
う
見
聞
雑
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
記
事
を
紹

介
す
る
前
に
、
著
者
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。「
宝
暦
現
来
集
」
は
二
十
一
巻
二
十
一
冊
か
ら
成
り
、
国
立

国
会
図
書
館
に
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て

10
）

い
る
。
本
書
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、『
近
世
風
俗
見
聞
集
』
第
三
（
国
書
刊
行
会
）
に
翻
刻

さ
れ
た
の
で
は
や
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
至
り
、『
続
日
本
随
筆
大
成
』
の
別
巻
と
し
て
近
世
風

俗
見
聞
集
六
・
七
に
再
び
収
録
さ
れ
た
か
ら
（
吉
川
弘
文
館
）、
今
日
こ
れ
ら
の
叢
書
を
つ
う
じ
て
本
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
に

序
文
を
抄
出
し
よ
う
。

宝
暦
十
庚
辰
年
二
月
予
産
れ
て
、
天
保
二
辛
卯
年
迄
七
十
二
年
の
間
、
世
の
さ
ま
の
流
行
変

は
ま
の
ま
さ
ご

化
恒
河
沙
な
れ
ば
、
中
々
木
生
毫ふで
に

も
染
が
た
く
、
唯
礫つぶての
う
ち
の
黒
白
現
全
な
る
を
集
め
、
老
の
閑
居
の
退
屈
を
除
が
れ
ん
が
為
（
中
略
）
唯
か
た
く
な
の
言
葉
を

以
て
綴
り
集
め
て
、
賢
者
知
者
の
覗
く
を
不

許

マ
ヽ
大
）

、
太
田
先
生
の
集
め
に
も
と
づ
き
、
珍
事
実
事
の
蔵
花
を
探
り
、
吉
凶
の
実
秘

あ
つ

を
団
め
、
宝
暦
現
来
集
と
題
し
、
予
が
懐
宝

た
の
し

の
妾
み
と
し
け
り
、（
中
略
）
于
時
天
保
二
卯
の
歳
旦

東
都
駒
込

山
田
桂
翁

遊
名
陀
仏
述
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宝
暦
現
来
集
」
の
記
事
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
始
ま
り
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
い
た
る
。
こ
の
間
に
見
聞
し
た

「
世
の
さ
ま
の
流
行
」「
珍
事
実
事
」
を
書
き
綴
っ
た
も
の
で
、
著
者
が
七
十
二
歳
の
天
保
二
年
に
稿
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
江

戸
駒
込
の
住
人
で
、
遊
び
名
を
陀
仏
と
称
す
る
山
田
桂
翁
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
大
田
南
畝
の
「
一
話
一
言
」
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
本

書
を
編
述
し
て
い
る
。
こ
の
著
者
に
つ
い
て
『
近
世
風
俗
見
聞
集
』
の
緒
言
は
、「
桂
翁
は
幕
士
に
し
て
、
陀
仏
と
号
し
、
天
保
二
年

七
十
二
歳
に
し
て
此
書
を
著
は
し
ゝ
由
序
文
に
見
ゆ
る
の
外
、
其
伝
記
未
だ
詳
な
ら
ず
」
と
記
す
。『
続
日
本
随
筆
大
成
』
の
解
題

（
小
出
昌
洋
氏
執
筆
）
も
ま
た
、「
そ
の
天
保
二
年
の
自
序
に
よ
っ
て
、
陀
仏
と
号
し
、
駒
込
に
住
ん
で
い
た
幕
士
と
い
う
外
に
、
知
る

と
こ
ろ
が
な
い
」
と
記
す
ば
か
り
で
『
近
世
風
俗
見
聞
集
』
の
記
述
を
一
歩
も
出
な
い
。
同
様
に
『
国
史
大
辞
典
』
の
「
宝
暦
現
来

集
」
の
項
も
、「
編
者
は
駒
込
の
住
人
で
あ
る
御
家
人
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
」
と
解
説
す
る
の
み
で
あ
る
（
第
一

二
巻
六
五
七
頁
、
吉
原
健
一
郎
氏
執
筆
、
平
成
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）。

し
か
し
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
「
宝
暦
現
来
集
」
の
項
は
、
著
者
に
つ
い
て
一
歩
踏
み
込
ん
だ
解
説
を
施
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、「
山
田
桂
翁
の
伝
記
は
未
詳
で
あ
る
が
、
本
書
中
の
記
述
に
よ
る
と
、
陀
仏
と
も
号
し
た
こ
と
、
江
戸
駒
込
に
住
ん
で
い
た

こ
と
、
人
足
寄
場
ま
た
医
学
館
に
勤
め
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
蔵
米
百
俵
を
売
っ
た
と
あ
る
故
、
御
家
人
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
（
第
五
巻
四
四
二
頁
、
朝
倉
治
彦
氏
執
筆
、
昭
和
五
十
九
年
、
岩
波
書
店
）。『
国
書
人
名
辞
典
』
は
こ
の
記
述
を
う
け
て
、「
江
戸

駒
込
に
住
む
御
家
人
か
。
人
足
寄
場
、
ま
た
幕
府
の
医
学
館
に
勤
め
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
」
と
記
す
（
第
四
巻
六
三
〇
頁
、
平
成
一
〇

年
、
岩
波
書
店
）。

以
上
が
、
山
田
桂
翁
の
伝
に
つ
い
て
管
見
に
触
れ
た
す
べ
て
で
あ
る
が
、
山
田
孫
左
衛
門
の
経
歴
は
朝
倉
氏
の
推
定
さ
れ
た
人
物
に

一
致
す
る
。「
宝
暦
現
来
集
」
の
著
者
山
田
桂
翁
と
山
田
孫
左
衛
門
と
は
、
同
一
人
物
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ

11
）

ろ
う
。
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三

宝
暦
現
来
集
」
の
寄
場
記
事

人
足
寄
場
創
設
期
の
様
子
を
伝
え
る
の
は
、「
宝
暦
現
来
集
」
巻
之
四
の
「
佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
と
い
う
記
事
で

12
）

あ
る
。
理
解
を

助
け
る
た
め
、
段
落
を
も
う
け
て
左
に
掲
げ
る
。
な
お
、『
近
世
風
俗
見
聞
集
』『
続
日
本
随
筆
大
成
』
は
と
も
に
読
者
の
弁
を
考
慮

し
、
仮
名
を
平
仮
名
に
統
一
し
、
濁
点
も
施
し
て
い
る
。
左
の
記
事
に
限
っ
て
い
え
ば
、
読
み
違
い
も
幾
分
か
見
ら
れ
る
の
で
、
あ
ら

た
め
て
国
会
図
書
館
所
蔵
の
原
本
に
依
拠
し
、
で
き
る
だ
け
原
文
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
（
前
掲
の
「
医
学
館
開
発
之
事
」
も
ま
た
原
本
に

依
拠
し
た
）。

寛
政
二
戌
年
三
月
八
日
、
松
平
越
中
守
殿
、
人
足
寄
場
発
端
之
儀
、
被
仰
渡
候
御
書
取
、

（
以
下
は
「
寄
場
人
足
共
へ
申
渡
書
」「
寄
場
御
仕
置
書
」…
省
略
）

①

一
、
予
此
場
所
相
勤
候
人
足
寄
場
と
申
ハ
、
加
役
方
長
谷
川
平
蔵
殿
始
ら
れ
し
事
也
、
是
ハ
罪
人
之
内
か
ろ
き
御
仕
置
、
又

マ
ヽ
敲
）

は
敦
き
追
払
な
と
の
咎
人
、
引
取
人
の
無
之
者
ハ
、
又
元
の
無
宿
と
成
候
類
を
此
寄
場
え
遣
也
、
其
時
被
仰
渡
ハ
、
何
誰
殿
被
仰

渡
寄
場
人
足
島
え
被
遣
候
と
の
被
申
渡
な
り
、

②

是
ハ
鉄
砲
洲
向
佃
島
続
キ
、
此
内
え
役
所

マ
ヽ
補
）

を
修
理
、
元

役
三
人
、
役
上
下
ニ
て
小
普
請
世
話
役
之
格
高
五
十
俵
三
人
扶
持
、

又
下
役
拾
八
人
被
仰
付
、
高
弐
拾
俵
弐
人
扶
持
也
、

③

扨
又
咎
人
ハ
部
屋
六
カ
所
、
壱
番
部
屋
よ
り
六
番
部
屋
迄
、
罪
之
軽
重
ニ
て
部
屋
ヲ
分
置
也
、
其
内
老
人
病
人
等
ハ
一
部
屋
ニ

入
置
事
な
り
、
部
屋
出
入
ハ
下
役
之
内
鍵
番
有
候
て
、
入
口
へ
錠
を
卸
置
、
何
も
出
勤
之
者
四
ケ
時
交
代
す
、

④

又
此
人
足
之
内
さ
ま
〳
〵
職
人
等
も
有
之
故
、
其
職
を
吟
味
致
シ
、
手
業
有
之
者
ハ
、
其
職
の
道
具
ヲ
渡
シ
細
工
為
致
、
品
宜
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敷
出
来
候
得
は
、
夫
々
に
問
屋
共
ヲ
差
紙
ヲ
以
呼
出
し
、
好
ミ
に
応
し
差
遣
ス
、
其
咎
人
ハ
為
褒
美
銭
十
四
文
ヲ
高
と
致
シ
、
毎

日
煙
草
銭
と
名
附
差
遣
ス
、
持
前
手
業
三
ヶ
年
の
間
出
精
致
候
も
の
へ
ハ
、
人
足
島
差
免
し
、
其
業
道
具

元
手
と
し
て
七
貫
文

マ
マ
）

至
乃
五
貫
文
差
遣
す
な
り
、
又
島
に
て
細
工
致
候
品
ハ
、
何
品
ニ
依
ら
す
買
遣
シ
、
細
工
為
致
候
て
（
以
下
脱
字
か
？
）

⑤

寄
場
を
逃
去
候
者
ハ
見
当
次
第
召
捕
、
死
罪
申
付
る
、
此
罪
を
申
渡
時
ハ
切
縄
ヲ
掛
、
寄
場
人
足
共
え

為
見
候
て
牢
内
え

差

遣
、
死
罪
と
な
る
、

⑥

扨
又
此
職
あ
る
を
選
ミ
、
預
候
役
ヲ
手
業
掛
り
と
申
て
、
二
人
被
仰
付
候
て
、
何
も
日
勤
ニ
て
一
人
ハ
和
田
郡
平
、
一
人
ハ
山

田
孫
左
衛
門
、
何
も
七
八
十
人
位
宛
預
り
、
細
工
小
屋
も
二
ヶ
所
に
て
さ
ま
〳
〵
の
職
人
故
面
白
役
な
り
、
乍
去
悪
党
と
も
を
七

八
十
人
も
手
附
置
故
、
心
支
之
役
也
、

⑦

寛
政
四
子
年
春
迄
、
開
発

平
蔵
殿
之
掛
な
る
か
、
御
役
上
り
、
夫

寄
場
奉
行
と
申
役
名
ニ
て
下
奉
行
格
ニ
御
徒
目
付
村
田

鉄
太
郎
被
仰
付
、
程
な
く
御
大
工
頭
格
ニ
て
弐
百
俵
弐
拾
人
扶
持
、
永
代
定
高
に
御
定
メ
な
り
、

⑧

又
寛
政
三
年
、
隣
島
石
川
八
左
右
衞
門
島
と
申
せ
し
が
、
此
地
所
も
寄
場
添
地
と
な
り
、
今
町
方
真
木
炭
等
之
置
場
是
な
り
、

こ
の
記
事
は
、
本
稿
が
初
め
て
紹
介
す
る
訳
で
は
な
い
。『
東
京
市
史
稿
』
の
救
済
篇
第
弐
（
大
正
九
年
、
東
京
市
役
所
編
纂
発
行
）

が
、
人
足
寄
場
開
設
記
事
の
一
つ
と
し
て
①
以
下
を
掲
出
し
て
お
り
（
一
九
一
〜
一
九
三
頁
）、
ま
た
辻
敬
助
氏
の
『
日
本
近
世
行
刑
史

稿
』
が
こ
れ
を
転
載
し
て
収
録
し
て
い
る
（
上
、
八
二
二
〜
八
二
三
頁
、
昭
和
十
八
年
、
刑
務
協
会
編
刊
）。
そ
の
後
、
丸
山
忠
綱
氏
は
人

足
寄
場
全
般
を
網
羅
的
に
考
察
さ
れ
た
論
考
「
加
役
方
人
足
寄
場
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
段
落
③
⑧
を
、
瀧
川
政
次
郎
氏
は
そ
の
著

『
長
谷
川
平
蔵－

そ
の
生
涯
と
人
足
寄
場－

』
に
お
い
て
段
落
⑦
を
利
用
し
て
お
ら

13
）

れ
る
。『
日
本
近
世
行
刑
史
稿
』
収
載
の
記
事
を
参

照
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
宝
暦
現
来
集
」
所
載
の
「
佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
が
寄
場
研
究
に
参
照
さ
れ
た
の
は
、
以
上
に
尽
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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「
佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
は
、
寄
場
下
役
と
し
て
人
足
寄
場
に
勤
務
し
た
山
田
孫
左
衛
門
の
記
し
た
記
事
で
あ
り
、
人
足
寄
場
の
創

設
期
を
知
る
う
え
で
信
憑
性
の
高
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
知
ら
れ
た
史
料
で
は
あ
る
が
、
あ
え
て
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

四

寄
場
役
人
と
手
業

「
佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
に
よ
る
と
、
創
設
期
に
お
け
る
寄
場
役
人
は
元
締
役
三
人
と
下
役
十
八
人
と
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
そ
の
上
司
は
寄
場
取
扱
の
長
谷
川
平
蔵
で
あ
る
。
元
締
役
は
小
普
請
世
話
役
の
格
で
五
十
俵
三
人
扶
持
、
下
役
は
二
十

俵
二
人
扶
持
で
あ
る
（
段
落
①
）。
下
役
の
場
合
は
こ
の
ほ
か
に
手
当
金
が
年
に
三
両
支
給

14
）

さ
れ
、
こ
れ
に
加
え
て
勤
務
日
一
日
に
つ

き
一
匁
の
雑
用
銀
が
支
給
さ
れ
、
そ
の
役
人
席
次
は
「
御
駕
籠
之
者
之
次
、
表
御
台
所
之
上
」
と
さ

15
）

れ
た
。
瀧
川
氏
に
よ
る
と
、
元
締

役
が
初
め
て
設
け
ら
れ
た
の
は
、
寛
政
二
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
と

16
）

い
う
。

寄
場
発
足
の
当
初
、
下
役
は
見
張
番
人
と
い
う
名
で
あ
っ
た
こ
と
、
見
張
番
人
の
一
人
口
田
平
吉
が
寛
政
二
年
十
二
月
に
下
役
に
任

命
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
寄
場
役
人
は
そ
の
後
、
元
締
役
は
三
人
の
ま
ま
で
下
役
は
二
十
九
人
に
増
え
て
い

る
。
そ
の
折
の
下
役
二
十
九
人
の
業
務
分
担
と
し
て
、
手
業
掛
三
人
、
見
張
鍵
役
三
人
、
畑
掛
一
人
、
油
絞
方
八
人
、
舂
場
掛
三
人
、

蠣
殻
灰
製
造
掛
一
人
、
新
見
張
番
所
掛
二
人
、
門
詰
八
人
が
あ
っ
た
と

17
）

い
う
。「
佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
に
は
、「
部
屋
出
入
ハ
下
役
之

内
鍵
番
有
候
て
、
入
口
へ
錠
を
卸
置
、
何
も
出
勤
之
者
四
ケ
時
交
代
す
」
と
見
え
て
い
る
よ
う
に
（
段
落
③
）、「
見
張
鍵
役
」
と
い
う

べ
き
役
は
創
設
当
初
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
下
役
中
に
「
油
絞
方
八
人
」
が
見
え
る
の
で
、
二
十
九
人
体
制
は
油

絞
作
業
を
採
用
し
た
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
天
保
十
四
年
の
時
点
で
は
元
締
役
が
六

人
に
増
え
、
下
役
は
右
の
業
務
分
担
に
役
所
詰
三
人
が
加
わ
っ
て
三
十
二
人
と
な
っ
て

18
）

い
る
。
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手
業
掛
は
創
設
当
初
か
ら
存
し
、
そ
の
人
員
が
二
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、「
佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
の
記
事
に
よ
っ
て
判
明
す
る

（
段
落
⑥
）。
和
田
郡
平
と
山
田
孫
左
衛
門
の
両
人
が
手
業
掛
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
る
。「
宝
暦
現
来
集
」
の
序
文
に
よ
る
と
、
山
田

孫
左
衛
門
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
寄
場
下
役
に
任
命
さ
れ
た
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
は
三
十
二
歳
と

い
う
年
齢
で
あ
る
。
和
田
郡
平
と
孫
左
衛
門
は
各
人
七
八
十
人
ほ
ど
の
人
足
を
担
当
し
た
と
い
う
か
ら
、
当
時
の
収
容
者
数
の
半
数
前

後
が
手
業
に
従
事
し
て
い
た
と
見
ら

19
）

れ
る
。
長
谷
川
平
蔵
が
寄
場
取
扱
と
し
て
人
足
寄
場
を
切
り
盛
り
し
て
い
た
創
設
期
に
お
い
て

も
、
多
様
な
作
業
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
二
年
五
月
に
は
竹
笠
細
工
、
拵
屋
、
百
姓
、
笊
、
畳
さ
し
、
仕
立
屋
、
経
師
屋
、
き
せ

る
張
な
ど
の
作
業
に
従
事
す
る
人
足
が

20
）

い
た
。
大
田
南
畝
の
「
一
話
一
言
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
加
役
人
足
寄
場
絵
図
」
に
も
各
種
の
作

業
が
記
さ
れ
て

21
）

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
足
の
ほ
か
に
炭
団
、
蛤
粉
、
米
つ
き
、
左
官
、
大
工
、
髪
結
い
、
た
ば
こ
、
銭
ザ
シ
、
ヤ

リ
、
百
姓
、
縄
細
工
、
草
履
、
元
結
、
紙
漉
、
か
ぢ
や
、
か
ご
屋
、
や
ね
や
、
竹
笠
、
ほ
り
物
な
ど
の
作
業
名
が
見
え
て
い
る
。
ま

た
、
杉
田
玄
白
の
日
記
で
あ
る
「

斎
日
記
」
は
寛
政
二
年
五
月
六
日
条
に
お
い
て
、
紙
す
き
、
ち
ん
こ
切
、
元
結
こ
き
、
鍛
冶
屋
、

大
工
、
家
葺
、
た
が
か
け
と
い
う
七
種
の
寄
場
作
業
を
書
き
留
め
て

22
）

い
る
。
そ
の
他
、
寛
政
九
年
に
稿
成
っ
た
「
親
子
草
」
と
い
う
書

は
、「
無
宿
島
之
事
」
と
い
う
項
を
設
け
て
寄
場
創
設
期
の
様
子
を
、

寛
政
二
戌
年
、
火
附
盗
賊
改
加
役
長
谷
川
平
蔵
殿
掛
に
て
、
世
上
に
徘
徊
い
た
し
候
無
宿
、
或
は
居
候
な
ど
召
捕
、
佃
島
の
脇
に

一
ツ
の
洲
有
之
候
を
、
無
宿
共
へ
被
仰
付
、
戌
年
五
月
、
一
島
成
就
い
た
し
候
、
役
所

長
屋
等
出
来
、
無
宿
共
に
は
、
夫
々
の

職
業
被
仰
付
、
或
は
紙
漉
、
屋
根
や
、
た
ど
ん
こ
し
ら
ひ
、
大
工
、
豆
腐
屋
、
其
外
種
々
の
職
々
有
之
候
、
一
向
に
不
職
の
者
に

は
縄
を
な
は
せ
、
お
の
〳
〵
出
精
に
於
て
は
、
元
手
に
取
付
、
実
意
に
相
成
候
者
は
、
御
仁
恵
を
以
、
其
家
業
の
道
具
を
被
下
、

出
生
の
所
え
店
を
為
持
、
真
人
間
と
な
し
被
下
、
御
丹
誠
の
難
有
事
言
計
な
し
、
依
て
、
此
節
世
上
に
、
菰
か
ぶ
り
、
無
宿
者
一

人
も
無
之
に
付
、
火
事
沙
汰
も
薄
く
罷
成
候
、
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と
書
き
伝
え
て

23
）

い
る
。
こ
こ
に
は
寄
場
作
業
と
し
て
、
紙
漉
、
屋
根
や
、
た
ど
ん
こ
し
ら
ひ
、
大
工
、
豆
腐
屋
が
記
さ
れ
て
い
る
。
豆

腐
屋
は
こ
の
記
事
に
の
み
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
蝋
燭
作
り
を
孫
左
衞
門
が
教
習
し
た
こ
と
が
、
前
掲
の
世
評
に
み
え
て
い

る
。以

上
に
見
ら
れ
る
作
業
の
う
ち
、
一
通
り
の
技
術
を
必
要
と
す
る
手
業
は
、
笊
、
畳
さ
し
、
仕
立
屋
、
経
師
屋
、
左
官
、
大
工
、
髪

結
い
、
紙
漉
、
鍛
冶
屋
、
か
ご
屋
、
屋
根
屋
、
た
が
や
、
竹
笠
、
ほ
り
物
、
豆
腐
屋
、
蝋
燭
作
り
な
ど
で
あ
ろ
う
。
山
田
孫
左
衛
門
が

「
さ
ま
〳
〵
の
職
人
故
面
白
役
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
の
も
理
解
で
き
る
。「
さ
ま
〳
〵
の
職
人
」
の
仕
事
場
は
、
二
ヶ
所
細
工
小
屋
で

あ
っ
た
（
段
落
⑥
）。
単
純
作
業
も
含
め
、
人
足
寄
場
は
多
種
類
の
作
業
を
用
意
し
た
。
こ
の
点
が
人
足
寄
場
の
特
長
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

五

紙
漉
と
手
業
掛
山
田
孫
左
衛
門

各
種
の
作
業
の
な
か
で
も
紙
漉
は

前
掲
の
す
べ
て
の
記
事
に
出
て
い
る
よ
う
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
紙
漉

と
は
い
っ
て
も
、
反
古
を
漉
き
返
し
て
再
生
紙
を
つ
く
る
仕
事
で
あ
る
。
勘
定
奉
行
所
の
書
類
が
竹
橋
の
蔵
に
堆
積
し
て
お
り
、
そ
の

中
か
ら
反
古
を
選
び
出
し
て
寄
場
に
運
び
、
こ
れ
を
漉
き
返
す
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、「
寄
場
起
立
」
の
五
月
七
日
条
に

記
事
が
見

24
）

え
る
。
こ
の
記
事
は
、
勘
定
奉
行
の
連
名
（
柳
生
主
膳
正
久
通
・
久
世
丹
後
守
広
民
・
久
保
田
佐
渡
守
政
邦
）
を
も
っ
て
長
谷
川

平
蔵
に
宛
て
た
文
書
で
あ
る
。
柳
生
主
膳
正
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
文
書
の
前
半
は
、

竹
橋
御
蔵
内
御
勘
定
御
預
り
の
御
用
書
物
、
此
度
取
調
候
処
、
不
用
書
物
虫
喰
ニ
候
反
古
夥
数
有
之
候
ニ
付
、
其
段
越
中
守
殿
え

申
上
候
処
、
右
反
古
之
儀
貴
様
御
懸
り
人
足
共
之
内
、
漉
方
心
得
候
者
え
申
付
為
漉
直
候
ハ
ヽ
、
人
足
共
助
成
ニ
も
可
相
成
間
、
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其
段
貴
様
え
可
及
御
掛
合
候
旨
被
仰
渡
候
間
、
右
之
趣
御
取
調
被
仰
聞
候
様
存
候
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
勘
定
奉
行
は
竹
橋
御
蔵
か
ら
大
量
に
出
る
反
古
に
つ
い
て
松
平
定
信
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
寄
場
で

の
漉
き
返
し
を
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
段
は
反
古
の
渡
し
方
と
そ
の
代
金
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
照
会
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
照
会
に
接
し
た
平
蔵
は
次
の
よ
う
に
返
答
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
反
古
は
雉
子
橋
外
揚
場
よ
り
船
積
み
で
引
き
取
る
こ
と
、
反
古

の
価
格
に
関
し
て
は
「
つ
ふ
し
紙
壱
貫
目
ニ
付
、
銭
五
六
百
文
ニ
候
。
紙
ニ
よ
り
候
事
故
直
段
難
定
候
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
件
に
つ
き
、「
よ
し
の
冊
子
」
に
も
次
の
記
事
が
見

25
）

え
る
。

一

御
勘
定
調
方
懸
り
、
竹
橋
御
蔵
ニ
て
日
々
相
詰
、
古
帳
面
し
ら
べ
候
由
。
右
御
不
用
之
分
長
谷
川
平
蔵
へ
相
渡
、
佃
島
の
人

足
ニ
漉
せ
可
申
旨
柳
生
取
計
候
よ
し
。
右
御
帳
面
類
は
至
て
大
切
の
御
書
物
も
品
々
御
坐
候
付
、
横
竪
細
か
に
さ
き
候
て
紙
漉

候
も
の
へ
相
渡
し
申
度
、
調
方
ニ
て
申
合
候
へ
共
、
此
度
長
谷
川
へ
渡
し
候
ニ
付
て
は
、
餘
り
細
か
に
裂
候
て
ハ
先
方
ニ
て
取

扱
ニ
困
り
候
ニ
付
、
其
儘
渡
す
が
よ
い
抔
と

マ
マ
）

評
義
も
御
ざ
候
て
、
丁
寧
ニ
裂
候
様
子
抔
ニ
は
有
之
間
敷
由
。
尤
未
ダ
長
谷
川
へ

ハ
渡
り
不
申
候
へ
共
、
柳
生
申
立
候
付
、
大
方
そ
ふ
成
か
知
ら
ぬ
が
、
ど
ふ
ぞ
大
切
の
御
書
付
散
ぬ
様
ニ

し
た
い
と
申
合
よ

し
。

こ
の
記
事
は
、
寛
政
二
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
十
六
日
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
勘
定
奉
行
柳
生
久
通
の
提
案
に

よ
り
、
竹
橋
御
蔵
の
古
帳
面
の
う
ち
不
用
の
も
の
を
長
谷
川
平
蔵
に
わ
た
し
て
寄
場
で
漉
き
返
す
と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
柳
生
久
通
は
こ
の
提
案
を
松
平
定
信
に
持
ち
か
け
、
定
信
は
そ
れ
を
了
承
し
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

勘
定
奉
行
所
で
は
前
年
四
月
か
ら
「
御
帳
し
ら
べ
」
が
日
々
行
わ
れ
て
い
た
の
で

26
）

あ
り
、
反
古
の
分
量
も
ず
い
ぶ
ん
と
溜
ま
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
こ
の
計
画
は
ま
も
な
く
実
施
に
移
さ
れ
た
ら
し
く
、「
よ
し
の
冊
子
」
の
同
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
十
一
月
三
日
に
か
け

て
の
記
事
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
て

27
）

い
る
。
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一

長
谷
川
平
蔵
無
宿
島
に
ハ
此
節
至
極
困
候
由
。
中
々
無
宿
共
手
ニ
乗
不
申
候
。
初
め
見
込
之
通
ニ
ハ
参
不
申
候
由
。
是
ハ
知

た
事
だ
。
上
で
も
ア
レ
ニ
御
の
り
被
成
た
ハ
ち
と
御
麁
相
だ
ろ
ふ
と
さ
た
仕
候
由
。
土
を
運
せ
候
て
も
、
お
れ
ら
ハ
公
儀
の
御

人
足
だ
と
百
姓
共
を
い
じ
め
候
由
。
紙
を
漉
せ
候
て
も
思
ふ
様
ニ
出
来
不
申
、
内
々
江
戸
町
素
人
を
た
の
ミ
遣
候
て
漉
せ
候
よ

し
。

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
手
業
と
し
て
紙
漉
を
採
用
し
た
当
初
、
こ
と
は
順
調
に
運
ば
な
か
っ
た
ら
し
い
。
紙
漉
の
み
な
ら
ず
、
仕
事

を
厭
う
人
足
を
作
業
に
就
か
せ
る
こ
と
が
は
な
は
だ
難
し
か
っ
た
状
況
が
世
評
と
な
っ
て
い
る
。
竹
橋
の
蔵
に
反
古
を
取
り
に
行
っ
た

人
足
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
様
子
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
よ
し
の
冊
子
」
は
右
の
記
事
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て

28
）

い
る
。

一

寄
場
人
足
竹
ば
し
内
明
地
御
蔵
へ
参
り
、
御
勘
定
し
ら
べ
候
反
古
を
切
割
候
て
寄
場
へ
も
ち
運
び
候
よ
し
。
同
心
壱
人
宰
領

参
候
由
。
反
古
を
き
り
候
節
そ
ば
ニ
て
承
り
候
へ
ば
、
色
々
小
言
を
申
、
ど
ん
な
事
を
し
て
も
高
々
首
が
落
る
計
だ
。
首
の
落

る
を
こ
ハ
が
つ
て
ハ
な
ら
ぬ
、
な
ど
ゝ
大
言
に
申
、
傍
若
無
人
ニ
御
ざ
候
よ
し
。
成
程
あ
れ
で
ハ
長
谷
川
も
手
に
あ
ま
る
で
あ

ろ
ふ
。
ア
ヽ
い
ふ
も
の
だ
ろ
ふ
と
申
候
よ
し
の
さ
た
。
宰
領
ニ
参
候
同
心
も
、
大
ニ
こ
ま
り
候
よ
し
。

土
を
運
せ
候
て
も
、
お
れ
ら
ハ
公
儀
の
御
人
足
だ
と
百
姓
共
を
い
じ
め
候
由
」
と
か
「
ど
ん
な
事
を
し
て
も
高
々
首
が
落
る
計
だ
。

首
の
落
る
を
こ
ハ
が
つ
て
ハ
な
ら
ぬ
」
な
ど
、
人
足
の
荒
く
れ
ぶ
り
が
語
ら
れ
て
お
り
、
創
設
当
初
の
寄
場
運
営
の
困
難
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
紙
漉
作
業
も
寄
場
人
足
で
は
手
に
負
え
ず
、
江
戸
の
町
人
に
頼
ん
で
漉
い
て
い
る
状
況
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
山
田
孫
左
衛
門
に
対
す
る
前
掲
の
世
評
に
よ
る
と
、
人
足
た
ち
は
孫
左
衛
門
の
指
導
に
従
順
で
あ
り
、
紙
漉
や
蝋
燭
作
り

な
ど
の
手
業
に
つ
き
従
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
孫
左
衛
門
の
世
評
は
、
紙
漉
の
採
用
か
ら
お
よ
そ
一
年
半
後
の
寛
政
四
年
三
四

月
の
こ
ろ
の
話
で
あ
る
。
ま
た
、
孫
左
衛
門
の
寄
場
下
役
就
任
か
ら
見
る
と
約
半
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
孫
左
衛
門
自
身
が
「
悪
党
と

も
を
七
八
十
人
も
手
附
置
故
、
心
支
之
役
也
」
と
述
べ
る
よ
う
に
（
段
落
⑥
）、
人
足
共
に
接
す
る
の
は
気
苦
労
が
多
か
っ
た
の
で
あ
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る
が
、
半
年
間
の
教
習
を
通
じ
て
人
足
を
な
ん
と
か
手
な
づ
け
、
人
足
共
も
紙
漉
技
術
を
よ
う
や
く
覚
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て

拵
え
た
寄
場
の
紙
は
、
人
足
み
ず
か
ら
が
江
戸
市
中
に
出
か
け
て
こ
れ
を
販
売
す
る
こ
と
が

29
）

あ
り
、
孫
左
衞
門
は
あ
と
か
ら
つ
い
て
い

っ
て
様
子
を
見
た
と
い
う
。

寄
場
の
紙
漉
に
つ
い
て
は
幕
臣
森
山
孝
盛
も
ま
た
、
そ
の
著
「
蜑
の
焼
藻
の
記
」
に
左
の
よ
う
に
書
き
留
め
て

30
）

い
る
。

（
人
足
）
共
は
仕
業
に
は
米
を
つ
く
も
あ
り
、
大
工
も
あ
り
、
小
細
工
を
す
る
も
紙
を
す
く
も
あ
り
、
紙
は
漉
返
し
に
て
、
島
紙

と
て
是
も
世
上
に
云
な
ら
は
し
た
り
し
か
ど
、
名
の
正
し
か
ら
ざ
る
を
き
ら
ひ
て
、
多
く
は
江
戸
に
て
は
不
用
け
り
、
本
多
霜
台

な
ん
ど
は
、
反
古
を
あ
つ
め
て
、
島
へ
遣
し
て
す
か
せ
ら
れ
け
り
。

寄
場
で
漉
く
紙
は
、「
島
紙
」
と
言
わ
れ
て
世
間
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
江
戸
の
人
々
に
は
好
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

記
事
は
、
漉
き
返
し
に
用
い
る
反
古
の
供
給
が
勘
定
奉
行
所
だ
け
で
な
く
、
本
多
霜
台
か
ら
も
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。
本

多
霜
台
と
は
、
陸
奥
国
泉
藩
主
で
老
中
格
の
本
多
弾
正
少
弼
忠
籌
の
こ
と
で
あ
る
。
本
多
忠
籌
は
人
足
寄
場
の
よ
き
理
解
者
で
あ
り
、

協
力
者
で
あ
っ
た
。
反
古
の
提
供
ば
か
り
で
な
く
、
自
藩
邸
の
修
復
工
事
に
寄
場
人
足
を
用
い
て

31
）

い
る
。

寄
場
に
お
け
る
紙
漉
作
業
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
継
続
し
て
い
る
。
寛
政
十
二
年
八
月
九
日
、
元
寄
場
人
足
の
無
宿
新
蔵
は
、

「
手
鎖
申
付
、
如
元
人
足
寄
場
え
差
遣
」
と
い
う
判
決
を
受
け
た
。
新
蔵
は
、
寄
場
渡
船
の
船
頭
を
し
て
い
る
最
中
に
逃
走
し
、
そ
れ

を
後
悔
し
て
自
首
し
た
の
で
あ
る
。
新
蔵
は
船
頭
に
採
用
さ
れ
る
以
前
の
同
年
六
月
ま
で
は
紙
漉
手
伝
い
を
し
て
い
た
と
い
う

32
）

か
ら
、

こ
の
頃
も
寄
場
で
は
紙
漉
の
手
業
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
年
の
一
月
二
十
一
日
、
勘
定
奉
行
所
の
支
配
勘
定
大
田
直
次
郎
（
号
南
畝
）
は
御
勘
定
所
諸
帳
面
取
調
御
用
を
命
じ
ら
れ
、
翌
月

よ
り
竹
橋
の
蔵
で
書
類
の
整
理
に
あ
た

33
）

っ
た
。
南
畝
は
古
帳
簿
の
整
理
に
う
ん
ざ
り
し
て
、「
五
月
雨
の
日
も
た
け
橋
の
反
古
し
ら
べ

今
日
も
ふ
る
帳
あ
す
も
ふ
る
帳
」
と
い
う
狂
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
が
、
勘
定
奉
行
所
は
こ
の
時
期
も
人
足
寄
場
に
反
古
を
供
給
し
て
い
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た
の
で

34
）

あ
る
。
手
業
掛
山
田
孫
左
衞
門
は
、
わ
ず
か
一
年
間
の
任
務
で
は
あ
っ
た
が
、
紙
漉
の
手
業
を
軌
道
に
乗
せ
た
功
績
者
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ

35
）

う
か
。六

褒
美
銭
」
と
「
煙
草
銭
」

佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
段
落
④
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
以
下
の
事
が
記
さ
れ
て
い

る
。
寄
場
の
作
業
製
品
の
う
ち
、
市
販
に
堪
え
う
る
出
来
栄
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
問
屋
を
寄
場
に
呼
び
出
し
て
買
い
取
ら
せ
た
こ

と
。
ま
た
、
寄
場
作
業
に
対
し
て
は
若
干
の
対
価
を
支
給
し
、
こ
れ
を
「
褒
美
銭
」
と
称
し
た
こ
と
。
そ
の
「
褒
美
銭
」
の
う
ち
か
ら

十
四
文
を
限
度
と
し
て
毎
日
与
え
る
銭
を
「
煙
草
銭
」
と
称
し
た
こ
と
。
三
年
間
、
手
業
に
精
を
出
し
た
な
ら
ば
、
生
業
に
必
要
な
道

具
と
と
も
に
元
手
と
し
て
銭
五
貫
文
な
い
し
は
七
貫
文
を
あ
た
え
て
出
場
さ
せ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

収
容
期
間
を
三
年
間
と
す
る
の
は
、
こ
の
期
間
を
も
っ
て
溜
銭
が
五
貫
文
な
い
し
は
七
貫
文
に
達
す
る
目
安
と
し
て
い
た
の
だ
と
思

わ

36
）

れ
る
。
人
足
を
寄
場
に
収
容
す
る
際
に
は
「
寄
場
人
足
共
へ
申
渡
書
」
と
い
う
の
を
言
っ
て
聞
か
せ
た
が
、
こ
こ
に
「
公
儀
よ
り
も

職
業
道
具
被
下
候

、
又
ハ
其
始
末
ニ
よ
り
相
応
之
御
手
当
可
有
之
候
」
と
明
言
し
て
、
釈
放
に
さ
い
し
て
は
生
業
に
必
要
な
道
具
あ

る
い
は
就
業
の
元
手
を
支
給
す
る
と
宣
言
し
て
い
る
。
ま
た
、「
百
姓
素
生
之
者
ハ
相
応
之
地
所
を
被
下
、
江
戸
出
生
之
者
ハ
出
生
之

場
所
え
店
を
も
た
せ
、
家
業
可
為
致
候
」
と
も
言
っ
て

37
）

い
る
。
家
業
を
営
む
た
め
の
店
を
持
た
せ
る
の
は
、「
親
兄
弟
ハ
不
申
及
、
諸

親
類
等
も
無
之
も
の
」
を
対
象
と

38
）

し
た
。
寛
政
二
年
中
、
店
を
持
た
せ
た
も
の
に
、
鉄
八
と
い
う
人
物
の
い
た
こ
と
が
確
認
で

39
）

き
る
。

長
谷
川
平
蔵
が
寄
場
取
扱
を
退
任
し
た
後
の
寛
政
四
年
十
二
月
、
初
代
寄
場
奉
行
の
村
田
鉄
太
郎
は
、
寄
場
担
当
の
目
付
間
宮
諸
左

衛
門
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
収
容
者
全
員
を
寄
場
役
所
に
勢
揃
い
さ
せ
て
次
の
よ
う
に
申
し
渡
し
た
。
す
な
わ
ち
、
⑴
日
々
の
作
業
に
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お
い
て
拵
え
た
製
品
は
売
却
し
、
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
儲
け
を
す
べ
て
支
給
す
る
こ
と
。
⑵
支
給
額
の
何
割
か
を
強
制
的
に
役
所

が
預
か
っ
て
貯
蓄
さ
せ
、
そ
の
「
溜
銭
」
が
十
貫
文
に
達
し
た
と
き
は
た
と
え
引
取
人
が
見
つ
か
ら
な
く
と
も
釈
放
す
る
こ
と
。
ま

た
、
稼
ぎ
の
少
な
い
作
業
を
す
る
人
足
に
つ
い
て
は
溜
銭
が
三
貫
文
に
達
す
れ
ば
、
や
は
り
引
取
人
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
釈
放
す
る

こ
と
。
⑶
平
生
、
作
業
に
精
を
出
し
て
改
善
の
著
し
い
人
足
に
つ
い
て
は
、
溜
銭
が
所
定
の
額
に
達
し
な
く
と
も
不
足
額
を
役
所
が
補

充
し
て
釈
放
す
る
こ
と
な
ど
で

40
）

あ
る
。
寄
場
奉
行
の
こ
の
申
渡
は
、
平
蔵
時
代
の
処
遇
法
を
継
承
す
る
こ
と
を
収
容
者
に
あ
ら
た
め
て

宣
言
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
溜
銭
つ
ま
り
褒
賞
銭
の
積
み
立
て
額
に
つ
い
て
、
山
田
孫
左
衛
門
は
こ
れ
を
五
貫
文
な
い
し
七
貫

文
と
記
す
の
に
対
し
、
奉
行
の
申
渡
が
三
貫
文
ま
た
は
十
貫
文
と
す
る
違
い
は
み
ら
れ
る
が
、
作
業
が
有
償
で
あ
る
こ
と
、
強
制
積
立

を
す
る
こ
と
、
積
み
立
て
が
所
定
の
金
額
に
達
し
た
と
き
に
釈
放
す
る
と
い
う
処
遇
法
の
基
本
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
変
わ
り
が
な
い
。

褒
美
銭
」「
煙
草
銭
」
と
い
う
呼
び
方
は
、
そ
の
後
も
そ
の
ま
ま
用
い
続
け
ら
れ
た
。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
六
月
、
町
奉
行

所
の
定
廻
が
人
足
寄
場
の
実
態
を
調
査
し
た
報
告
書
「
寄
場
人
足
之
儀
ニ
付
風
聞
承
探
申
上
候
書
付
」
に
、
左
の
よ
う
な
記
事
が
存

41
）

す
る
。多

葉
粉
銭
と
唱
、
月
々
人
足
共
え
銭
遣
候
義
、
油
製
方
は
働
之
次
第
ニ
て
廿
文

三
拾
弐
文
位
之
割
合
ヲ
以
、
一
ヶ
月
両
度
宛
も

相
渡
、
赦
免
之
節
褒
美
銭
と
名
付
、
煙
草
銭
貰
受
候
四
分
一
程
も
働
ニ
寄
相
渡
候
由
、
油
製
方
之
外
職
業
之
人
足
と
も
は
、
多
葉

粉
銭
十
日
目
毎
ニ
相
渡
、
弐
百
文
以
上
は
半
分
、
同
以
下
は
三
分
一
役
所
え
取
上
ヶ
置
、
赦
免
相
成
候
節
遣
候
由
、

天
保
年
間
の
こ
ろ
の
「
多
葉
粉
銭
」
は
、
油
絞
り
の
人
足
に
対
し
て
は
月
に
二
度
、
他
の
作
業
に
就
く
人
足
に
対
し
て
は
月
に
三
度

の
支
給
で
あ
っ
た
。
ま
た
釈
放
の
際
の
「
褒
美
銭
」
は
、
油
絞
り
人
足
に
は
そ
れ
ま
で
に
支
給
し
た
「
煙
草
銭
」
総
額
の
四
分
の
一
ほ

ど
を
、
他
の
人
足
に
は
「
煙
草
銭
」
の
三
分
の
一
を
天
引
き
し
て
蓄
え
た
額
を
支
給
し
た
。
作
業
有
償
制
に
も
と
づ
く
強
制
積
立
と
元

手
の
制
は
、
幕
府
人
足
寄
場
の
根
幹
を
な
す
処
遇
法
で
あ
り
、
そ
れ
が
平
蔵
時
代
の
創
設
期
か
ら
開
始
さ
れ
、
天
保
年
間
に
至
る
ま
で
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連
綿
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

幕
府
人
足
寄
場
は
明
治
時
代
に
入
り
、
同
三
年
（
一
八
七
〇
）
二
月
に
「
徒
場
」
と
改
称
し
、
徒
刑
と
い
う
刑
罰
の
執
行
場
へ
と
変

容
を
遂
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
徒
場
」
に
お
け
る
処
遇
法
は
人
足
寄
場
の
そ
れ
を
お
お
く
引
き
継
い
で
お
り
、
い
う
ま
で
も
な
く

作
業
有
償
制
と
そ
れ
に
基
づ
く
強
制
積
立
と
元
手
の
制
も
ま
た
こ
れ
を
備
え
て
い
る
。
徒
刑
と
い
う
刑
罰
に
つ
い
て
も
そ
の
労
役
に
対

し
て
賃
金
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
明
治
四
年
二
月
の
「
徒
場
規
則
」
に
強
制
積
立
と
元
手
の
制
に
つ
い
て
左
の
よ
う
に
定
め
て

42
）

い
る
。一

徒
人
働
賃
銭
之
儀
ハ
毎
月
両
度
ニ
取
調
、
半
高
預
リ
置
、
年
限
済
引
渡
ニ
相
成
候
節
、
御
入
用
金
ヨ
リ
支
払
候
事
、

但
、
製
油
及
ヒ
諸
製
作
商
法
ニ
係
リ
候
分
ハ
、
夫
々
元
金
ヨ
リ
仕
払
候
事
、

こ
の
よ
う
に
、
人
足
寄
場
の
創
設
期
以
来
の
方
式
が
明
治
初
年
の
刑
罰
制
度
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

七

寄
場
逃
走
者
に
対
す
る
措
置

寄
場
逃
走
の
人
足
の
措
置
に
つ
き
、「
佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
は
「
寄
場
を
逃
去
候
者
ハ
見
当
次
第
召
捕
、
死
罪
申
付
る
、
此
罪
を

申
渡
時
ハ
切
縄
ヲ
掛
、
寄
場
人
足
共
え
為
見
候
て
牢
内
え
差
遣
、
死
罪
と
な
る
」
と
記
す
（
段
落
⑤
）。

寄
場
開
設
の
寛
政
二
年
中

に
六
人
の
逃
走
者
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
人
が
死
罪
に
処
さ
れ
て

43
）

い
る
。
逃
走
者
に
死
罪
を
も
っ
て
臨
む
の
は
、「
寄
場
御
仕
置
書
」

第
三
条
に
、「
一
寄
場
逃
去
候
も
の
、
同
断
（
死
罪
）」
と
定
め
る
規
定
に
も
と

44
）

づ
く
。「
寄
場
御
仕
置
書
」
は
寄
場
創
設
時
に
制
定
し

た
六
箇
条
の
仕
置
書
で
あ
る
。
ま
た
寛
政
四
年
十
一
月
の
「
寄
場
御
仕
置
之
事
」
に
お
い
て
も
、
第
一
条
に
「
一
寄
場
地
所
よ
り
逃
去
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候
も
の
、
死
罪
、

但
、
逃
去
候
節
之
始
末
ニ
不
相
構
、
死
罪
申
付
候
」、
第
二
条
に
「
一
寄
場
使
先
よ
り
逃
去
候
も
の
、
死
罪
」
と

定
め
て
お
り
、
こ
の
両
条
は
「
附
」
と
し
て
死
罪
に
処
す
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
を
、「
人
足
寄
場
え
呼
出
、
科
之
始
末
申
渡
、
外
人

足
共
ニ
為
見
置
、
切
縄
を
懸
ヶ
、
牢
屋
敷
え
差
遣
ス
」
と
記
し
て

45
）

い
る
。「
寄
場
御
仕
置
之
事
」
は
、
寄
場
取
扱
を
退
任
し
た
長
谷
川

平
蔵
が
松
平
定
信
に
提
出
し
た
報
告
書
で
あ
り
、
違
反
者
に
対
す
る
措
置
等
を
二
十
六
箇
条
に
わ
た
っ
て
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
平

蔵
は
実
際
、
四
人
の
逃
走
人
足
に
対
し
、
右
の
手
続
き
に
し
た
が
っ
て
死
罪
を
申
し
渡
し
て
い
る
。
山
田
孫
左
衛
門
の
右
の
記
事
は
、

創
設
期
の
寄
場
の
様
子
を
誤
り
な
く
伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

寄
場
逃
走
者
に
対
す
る
処
罰
は
、
そ
の
後
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
る
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
閏
七
月
七
日
制
定
の
「
人
足

寄
場
御
仕
置
書
」
は
、
寄
場
の
囲
い
を
破
っ
て
逃
走
し
た
場
合
を
従
前
同
様
に
死
罪
、
片
や
構
外
作
業
先
か
ら
の
逃
走
に
つ
い
て
は
こ

れ
を
重
敲
と
改

46
）

め
た
。
処
罰
を
死
罪
か
ら
重
敲
へ
と
大
幅
に
減
軽
し
た
理
由
は
、

元
御
仁
恵
之
趣
を
以
御
取
立
有
之
候
場
所
ニ
て
、
是
迄
之
定
ニ
て
は
、
悪
も
の
共
ハ
格
別
、
中
ニ
は
無
罪
ニ
て
無
宿
一
ト
通
り
之

も
の
等
、
一
旦
之
心
得
違
ニ
て
寄
場
よ
り
之
使
先
抔
よ
り
逃
去
候
迚
、
直
ニ
死
刑
ニ
被
行
候
は
、
却
て
御
仁
恵
之
処
薄
く
相
成
可

申
哉
、

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
言
は
、
時
の
南
北
町
奉
行
（
村
上
肥
後
守
義
礼
、
小
田
切
土
佐
守
直
年
）
が
連
名
で
老

中
に
提
出
し
た
書
面
に
見
え
る
も
の
で

47
）

あ
る
。
そ
れ
故
、
翌
寛
政
十
年
二
月
制
定
の
「
寄
場
人
足
共
へ
申
渡
条
目
」
に
お
い
て
は
、

「
一
寄
場
逃
去
候
も
の
、
始
末
ニ
寄
死
罪
」
と
定
め
る
の
で

48
）

あ
る
。

つ
づ
い
て
寛
政
十
二
年
四
月
二
十
四
日
制
定
の
「
寄
場
御
仕
置
書
」
は
、
寄
場
内
か
ら
の
逃
走
に
つ
い
て
も
死
罪
に
処
さ
な
い
こ
と

と
し
た
。
す
な
わ
ち
そ
の
第
一
条
は
「
一
囲
を
破
り
、
又
ハ
乗
越
逃
去
候
ハ
ヽ
、
遠
島
、

但
、
後
悔
致
し
立
帰
候
ハ
ヽ
、
重
敲
」、

第
二
条
は
「
一
構
外
え
出
罷
在
、
逃
去
、
又
ハ
使
先
よ
り
逃
去
候
も
の
、
初
度
重
敲
、
二
度
目
入
墨
重
敲
、

但
、
後
悔
致
し
立
帰
候
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ハ
ヽ
、
三
十
日
手
鎖
」、
第
三
条
は
「
一
右
同
断
三
度
ニ
及
ひ
候
ハ
ヽ
、
遠
島
、

但
、
後
悔
致
し
立
帰
候
ハ
ヽ
、
重
敲
」
と
い
う
も

の
で

49
）

あ
る
。
寛
政
十
二
年
の
「
御
仕
置
書
」
に
い
た
り
、
寄
場
逃
走
者
の
処
罰
が
格
段
に
軽
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
自
首
規

定
を
但
書
に
て
設
け
た
の
も
特
徴
で

50
）

あ
る
。
そ
の
結
果
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
六
月
制
定
の
「
寄
場
人
足
共
申
渡
条
目
」
に
お
い

て
は
、
寄
場
逃
走
の
違
反
に
対
し
て
は
「
急
度
御
仕
置
」
を
申
し
付
け
る
と
言
い
渡
す
こ
と
に
変
更
し
た
の
で

51
）

あ
る
。
寛
政
十
二
年
以

降
、「
御
仕
置
書
」
が
改
正
さ
れ
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
猶
後
考
に
俟
ち
た
い
。
と
も
か
く
も
、
寄
場
逃
走

者
に
対
す
る
処
罰
は
、
平
蔵
時
代
は
死
罪
と
い
う
厳
罰
を
も
っ
て
臨
み
、
そ
の
退
任
の
後
は
寛
政
末
年
ま
で
に
順
次
軽
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
逃
げ
出
す
機
会
を
見
つ
け
や
す
い
構
外
作
業
か
ら
の
逃
走
を
重
敲
と
し
、
と
り
わ
け
軽
く
し
た
の
で

52
）

あ
る
。

む

す

び

山
田
孫
左
衛
門
が
書
き
記
し
た
「
佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
に
は
、
注
目
す
べ
き
記
事
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
段
落
③
に

よ
る
と
、
人
足
部
屋
は
壱
番
部
屋
か
ら
六
番
部
屋
ま
で
が
あ
っ
て
、「
罪
之
軽
重
」
に
よ
る
分
類
収
容
を
実
施
し
て
い
る
と
い
う
。
し

か
し
、
人
足
の
分
別
収
容
に
つ
い
て
は
、
他
に
徴
す
べ
き
史
料
を
見
出
せ
な
い
の
で
、
注
目
す
べ
き
記
事
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に

留
め
る
。
と
も
か
く
、「
佃
島
人
足
寄
場
之
事
」
は
寄
場
下
役
と
し
て
手
業
掛
を
つ
と
め
た
人
物
が
書
き
留
め
た
記
録
で
あ
り
、
創
設

期
の
寄
場
を
知
る
上
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
が
諒
解
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
う
。

老
中
松
平
定
信
は
、
人
足
寄
場
と
い
う
施
設
を
創
設
す
る
に
あ
た
り
、
徳
川
吉
宗
時
代
の
新
規
溜
案
や
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
十

月
に
深
川
茂
森
町
に
設
け
た
無
宿
養
育
所
な
ど
、
先
行
す
る
幕
府
の
無
宿
対
策
を
念
頭
に
置
い
た
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
っ
と
も
多
く
の
示
唆
を
得
た
の
は
、
外
様
大
名
細
川
氏
の
熊
本
藩
の
刑
罰
制
度
で
あ

53
）

ろ
う
。
寄
場
創
設
よ
り
三
十
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五
年
を
溯
る
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
四
月
、
熊
本
藩
は
徒
刑
と
い
う
刑
罰
を
実
施
し
た
。
こ
の
刑
罰
は
犯
罪
人
を
施
設
に
拘
禁
し
て

収
容
中
は
強
制
労
働
を
科
す
の
で
あ
る
。
収
容
期
間
は
罪
状
に
よ
り
一
年
、
一
年
半
、
二
年
、
二
年
半
、
三
年
の
五
等
級
が
あ
り
、
強

制
労
働
に
は
い
く
ら
か
の
賃
金
を
払
い
、
そ
の
う
ち
の
な
に
が
し
か
を
天
引
き
し
て
蓄
え
さ
せ
、
釈
放
の
際
に
就
業
資
金
と
し
て
渡
す

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
作
業
有
償
制
、
強
制
積
立
の
制
、
元
手
の
制
と
い
う
一
連
の
処
遇
法
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

処
遇
法
を
持
つ
の
は
、
刑
罰
の
最
終
目
的
を
犯
罪
人
の
社
会
復
帰
に
置
い
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

54
）

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
処
遇

に
は
収
容
者
を
改
善
す
る
た
め
の
教
育
的
な
配
慮
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
徒
刑
判
決
の
後
に
定
小
屋
と
称
す
る
拘
禁
施
設
に

収
容
す
る
際
、「
向
後
慎
之
儀
」
を
申
し
渡
し
て

55
）

い
る
。
片
や
、
こ
う
し
た
改
善
の
た
め
の
配
慮
に
背
い
て
定
小
屋
を
逃
走
し
た
場
合
、

逮
捕
の
の
ち
即
座
に
「
刎
首
」
と
い
う
死
刑
に

56
）

処
す
。
構
外
作
業
の
出
先
か
ら
の
逃
走
も
同
様
で
あ
る
。
そ
の
処
刑
は
、
定
小
屋
の
敷

地
内
に
お
い
て
お
こ
な
い
、
見
せ
し
め
の
た
め
に
徒
刑
囚
全
員
に
見
物
さ
せ
る
の
で

57
）

あ
る
。
徒
刑
を
採
用
し
た
宝
暦
五
年
か
ら
同
十
四

年
ま
で
の
十
年
間
に
五
人
の
逃
走
囚
が
処
刑
さ
れ
て

58
）

い
る
。

幕
府
人
足
寄
場
に
し
て
も
あ
る
い
は
熊
本
藩
徒
刑
に
し
て
も
、

無
罪
の
無
宿
と
犯
罪
人
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の

そ
の

目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
収
容
者
を
教
化
改
善
し
て
社
会
復
帰
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る

た
め
に
採
用
し
た
諸
施
策
に
共
通
す
る
点
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
不
思
議
な
こ
と
で
は

59
）

な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
熊
本
藩
徒
刑

に
み
ら
れ
る
右
の
施
策
は
、
人
足
寄
場
に
お
い
て
も
す
べ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
松
平
定
信
は
、
熊
本
藩
徒
刑
に
示
唆
を
得
て
、
人
足

寄
場
の
根
本
精
神
と
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
は
確
た
る
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
実
地
に
移
す
た
め
の
具
体
策
を
長
谷
川
平
蔵

に
諮
問
し
た
の
で
あ
り
、
平
蔵
は
こ
れ
に
よ
く
応
答
し
尽
力
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
寄
場
創
設
を
め
ぐ
る
老
中
定
信

と
火
付
盗
賊
改
役
平
蔵
と
の
関
係
で
あ

60
）

ろ
う
。

山
田
孫
左
衛
門
は
平
蔵
お
気
に
入
り
の
手
業
掛
で
あ
る
。
一
方
の
孫
左
衛
門
は
平
蔵
を
表
記
す
る
に
、
敬
愛
の
念
を
込
め
て
「
長
谷
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川
平
蔵
殿﹅
」
と
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
孫
左
衛
門
が
書
き
残
し
た
寄
場
記
事
を
通
じ
、
創
設
期
寄
場
の
一
端
を
垣
間
見
た
だ
け
で

あ
り
、
ま
た
、
そ
の
垣
間
見
た
事
柄
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
か
、
管
見
を
も
っ
て
眺
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
諸
賢
の
御

批
正
を
賜
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
註
〕

１
）

人
足
寄
場
設
置
の
経
緯
は
、
平
松
義
郎
氏
の
「
人
足
寄
場
の
成
立
」（
一
）（
二
）（
三
）
未
完
（
名
古
屋
大
学
『
法
政
論
集
』
三
三
・
三
四
・
三
五

号
、
昭
和
四
十
・
四
十
一
年
）
に
「
寄
場
起
立
」（
神
宮
文
庫
蔵
）
を
用
い
て
詳
述
さ
れ
て
お
り
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の

論
述
が
「
参

寄
場
施
設
の
構
築
」
で
終
わ
っ
て
い
て
、
長
谷
川
平
蔵
が
運
営
し
た
寄
場
創
設
期
の
実
態
の
全
般
に
ま
で
は
筆
が
進
ま
な
か
っ
た
。
し
か

し
そ
の
後
、
同
氏
は
「
人
足
寄
場
の
成
立
と
変
遷
」（
人
足
寄
場
顕
彰
会
編
『
人
足
寄
場
史－

我
が
国
自
由
刑
・
保
安
処
分
の
源
流－

』
所
収
、
昭
和
四

十
九
年
、
創
文
社
）
な
ら
び
に
「
人
足
寄
場
起
立
考
」（
滋
賀
秀
三
・
平
松
義
郎
編
『
石
井
良
助
先
生
還
暦
祝
賀
法
制
史
論
集
』
昭
和
五
十
一
年
、
創
文

社
）
を
発
表
さ
れ
、
お
も
に
「
寄
場
起
立
」
に
依
拠
し
て
平
蔵
時
代
の
寄
場
に
つ
い
て
論
じ
、
前
稿
の
不
足
を
補
っ
て
お
ら
れ
る
（
同
書
一
〇
四
〜
一
一

〇
頁
）。
こ
の
小
稿
は
平
松
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
の
研
究
を
な
ぞ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
山
田
孫
左
衛
門
の
書
き
残
し
た
寄
場
記
事
を
通
じ
て
、
創
設

期
寄
場
の
実
情
を
い
く
ら
か
で
も
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

２
）

越
中
守
殿
御
渡
被
成
候
御
書
付
」（
神
宮
文
庫
蔵
「
寄
場
起
立
」、『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
八
〇
七
〜
八
〇
九
頁
所
引
、
平
成
元
年
、

東
京
都
編
纂
発
行
）。

３
）

人
足
寄
場
出
役
番
人
勤
方
之
儀
奉
伺
候
書
付
」（
神
宮
文
庫
蔵
「
寄
場
起
立
」、『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
八
一
三
〜
八
一
四
頁
所
引
）。

４
）

口
田
家
蔵
「
口
田
平
五
郎
由
緒
書
」。

５
）

長
谷
川
平
蔵
が
寄
場
取
扱
を
退
い
た
後
、
村
田
鉄
太
郎
が
初
代
寄
場
奉
行
に
就
く
が
、
寛
政
四
年
七
月
、
村
田
は
平
蔵
支
配
の
時
と
同
様
、
寄
場
下

役
の
十
手
携
帯
の
許
可
を
も
と
め
、
諒
承
さ
れ
て
い
る
（
高
塩
博
・
神
崎
直
美
「
矯
正
研
修
所
所
蔵
「
寄
場
起
立
御
書
付
其
外
共
」－

解
題
と
翻
刻－

」

『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
七
輯
一
六
〇
・
一
七
六
頁
、
平
成
八
年
）。

６
）

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
小
役
人
帳
」（
瀧
川
政
次
郎
『
長
谷
川
平
蔵－
そ
の
生
涯
と
人
足
寄
場－

』
一
八
九
〜
一
九
〇
頁
所
引
、
昭
和
五
十

年
、
朝
日
新
聞
社
、
中
公
文
庫
版
は
二
〇
七
〜
二
〇
八
頁
）。
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７
）

寛
政
録
」
寛
政
四
年
九
月
四
日
条
（『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
三
一
、
一
七
八
頁
所
引
、
大
正
三
年
）。

８
）

山
田
桂
翁
「
宝
暦
現
来
集
」『
続
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
、
近
世
風
俗
見
聞
集
六
、
一
二
四
頁
、
昭
和
五
十
七
年
、
吉
川
弘
文
館
。

９
）

水
野
為
長
「
よ
し
の
冊
子
」『
随
筆
百
花
苑
』
第
九
巻
（
安
藤
菊
二
氏
解
題
）
所
収
三
八
九
頁
、
昭
和
五
十
六
年
、
中
央
公
論
社
。

10
）
『
国
書
総
目
録
』（
第
七
巻
二
九
六
頁
）
に
よ
る
と
、「
宝
暦
現
来
集
」
は
国
会
図
書
館
の
ほ
か
に
は
、
岩
瀬
文
庫
に
一
冊
か
ら
な
る
写
本
が
所
蔵
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
。

11
）

後
掲
す
る
「
宝
暦
現
来
集
」
巻
之
四
佃
島
人
足
寄
場
之
事
に
山
田
孫
左
衛
門
が
登
場
す
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
写
本
に
お
い
て
は
、
上
欄
餘

白
に
「
此
山
田
ハ
当
人
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
朱
筆
の
注
記
が
存
す
る
。
注
記
の
主
は
不
明
で
あ
る
が
、
正
鵠
を
射
た
指
摘
で
あ
る
。

12
）
『
続
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
、
近
世
風
俗
見
聞
集
六
、
一
一
五
〜
一
一
六
頁
、
昭
和
五
十
七
年
、
吉
川
弘
文
館
。

13
）
『
丸
山
忠
綱
遺
稿－
加
役
方
人
足
寄
場
に
つ
い
て－

』
一
九
・
二
〇
・
三
四
頁
、
昭
和
五
十
六
年
、
丸
山
忠
綱
先
生
追
悼
集
刊
行
会
編
刊
、
初
発
表

は
昭
和
三
十
〜
三
十
二
年
、
瀧
川
政
次
郎
『
長
谷
川
平
蔵－

そ
の
生
涯
と
人
足
寄
場－

』
一
二
六
頁
、
中
公
文
庫
版
は
一
三
九
頁
。

14
）

長
谷
川
平
蔵
は
寛
政
二
年
三
月
、
こ
れ
か
ら
採
用
す
べ
き
見
張
番
人
に
二
人
扶
持
の
扶
持
方
と
「
御
役
金
」
を
「
壱
ヶ
年
金
三
両
」
を
支
給
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
（「
寄
場
起
立
」『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
七
九
五
〜
七
九
六
頁
）。
寛
政
五
年
八
月
に
寄
場
下
役
に
採
用
さ
れ
た
高
橋
安

兵
衛
は
、
七
十
七
歳
の
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
二
月
に
致
仕
し
た
が
、
そ
の
折
の
扶
持
方
は
二
十
俵
一
人
扶
持
で
「
御
手
当
金
三
両
」
が
支
給
さ
れ
て

い
る
（「
見
合
物
勤
仕
留
」
辻
敬
助
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿
』
上
、
八
三
七
頁
所
引
、
昭
和
十
八
年
、
刑
務
協
会
編
刊
）。
し
た
が
っ
て
、
平
蔵
の
申
請
し

た
年
三
両
の
役
職
手
当
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
も
引
き
続
い
て
支
給
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

15
）

高
塩
博
・
神
崎
直
美
「
矯
正
研
修
所
所
蔵
「
寄
場
起
立
御
書
付
其
外
共
」－

解
題
と
翻
刻－

」
前
掲
誌
七
七
輯
一
六
九
頁
。

16
）

瀧
川
政
次
郎
『
長
谷
川
平
蔵－

そ
の
生
涯
と
人
足
寄
場－
』
一
八
二
頁
、
中
公
文
庫
版
は
二
〇
二
頁
。

寛
政
二
年
五
月
八
日
、
松
平
定
信
は
向
坂
勘
右
衛
門
、
藤
本
徳
三
郎
と
い
う
御
徒
の
二
人
に
「
加
役
方
人
足
寄
場
出
役
」
を
命
じ
、
扶
持
方
を
五
人
扶

持
と
定
め
た
。
長
谷
川
平
蔵
は
翌
日
、
両
人
を
受
け
取
っ
て
い
る
（「
寄
場
起
立
」『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
八
二
八
・
八
三
二
・
八
三
六

頁
）。
御
徒
の
寄
場
出
役
は
元
締
役
の
前
身
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
記
し
て
後
考
を
俟
つ
。

17
）

辻
敬
助
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿
』
上
、
八
三
一
〜
八
三
二
頁
。

18
）
『
丸
山
忠
綱
遺
稿－

加
役
方
人
足
寄
場
に
つ
い
て－

』
二
二
頁
。
な
お
、
高
塩
博
・
神
崎
直
美
「
旧
幕
府
引
継
書
「
市
中
取
締
類
集
（
人
足
寄
場
之

部
）」－

解
題
と
翻
刻－

」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
八
輯
一
四
二
頁
、
平
成
八
年
）
お
よ
び
高
塩
博
・
神
崎
直
美
「
旧
幕
府
引
継
書
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「
天
保
撰
要
類
集
（
人
足
寄
場
之
部
）」－

解
題
と
翻
刻－

」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
八
三
輯
四
〇
二
頁
、
平
成
十
一
年
）
参
照
。

19
）

創
設
期
の
寄
場
人
足
の
収
容
数
は
、
寛
政
二
年
四
月
一
日
に
二
百
七
人
、
同
月
二
十
一
日
に
二
百
六
十
九
人
、
翌
五
月
二
日
に
三
百
九
十
人
と
増
え

続
け
て
い
る
（「
寄
場
起
立
」『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
八
〇
三
・
八
二
二
・
八
二
五
頁
）。
村
田
鉄
太
郎
が
初
代
寄
場
奉
行
を
勤
め
た
寛
政

五
年
の
平
均
収
容
者
数
は
百
三
十
二
人
で
あ
る
（『
丸
山
忠
綱
遺
稿－

加
役
方
人
足
寄
場
に
つ
い
て－

』
二
一
頁
）。
一
方
、
松
平
定
信
は
そ
の
著
「
宇
下

人
言
」
に
お
い
て
「
つ
ね
に
二
百
人
計
り
な
り
」
と
回
想
し
て
い
る
（『
宇
下
人
言
・
修
行
録
』
一
一
八
頁
、
昭
和
十
七
年
、
岩
波
文
庫
）。

20
）

寄
場
起
立
」『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
八
三
三
〜
八
三
四
頁
。

21
）

大
田
南
畝
「
一
話
一
言
」『
日
本
随
筆
大
成
』
別
巻
五
、
二
五
四
〜
二
五
五
頁
、
昭
和
五
十
三
年
、
吉
川
弘
文
館
。「
加
役
人
足
寄
場
絵
図
」
は
、

「
施
設
が
極
め
て
よ
く
整
っ
て
い
る
点
、
恐
ら
く
同
（
寛
政
）
三
年
か
四
年
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
（
平
松
義
郎
「
人
足
寄
場
の
成
立
」

（
三
）『
法
政
論
集
』
三
五
号
五
四
頁
）。

22
）

杉
靖
三
郎
校
編
『
杉
田
玄
白
日
記－

斎
日
記－

』
一
五
〇
頁
、
昭
和
五
十
六
年
、
青
史
社
。

23
）

喜
田
有
順
「
親
子
草
」『
新
燕
石
十
種
』
第
一
巻
五
二
頁
、
昭
和
五
十
五
年
、
中
央
公
論
社
。
こ
の
記
事
は
平
松
義
郎
氏
も
ま
た
こ
れ
を
紹
介
し
て

お
ら
れ
る
（「
人
足
寄
場
起
立
考
」『
石
井
良
助
先
生
還
暦
祝
賀
法
制
史
論
集
』
一
〇
九
頁
）。

24
）

寄
場
起
立
」『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
八
二
七
〜
八
二
八
頁
。
人
足
寄
場
の
紙
漉
に
つ
い
て
は
、
平
松
義
郎
「
人
足
寄
場
の
成
立
と
変

遷
」
前
掲
書
一
〇
九
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

25
）

水
野
為
長
「
よ
し
の
冊
子
」『
随
筆
百
花
苑
』
第
九
巻
一
四
九
頁
。

26
）

同
右
。

27
）

水
野
為
長
「
よ
し
の
冊
子
」『
随
筆
百
花
苑
』
第
九
巻
二
二
三
〜
二
二
四
頁
。
な
お
、
紙
漉
作
業
そ
れ
自
体
は
寄
場
創
設
直
後
か
ら
採
用
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
寛
政
二
年
二
月
ご
ろ
の
寄
場
の
様
子
を
記
し
た
「
公
事
余
筆
」
の
記
事
に
、「
紙
す
き
等
最
中
（
マ
ヽ
早
カ
）
取
懸
罷
在
候

由
」
と
見
え
、
ま
た
「
寄
場
起
立
」
の
三
月
二
十
二
日
条
に
「
紙
漉
候
を
見
物
い
た
し
候
」
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
（
と
も
に
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇

第
三
十
三
所
引
、
七
〇
七
・
七
九
三
頁
）。

28
）

水
野
為
長
「
よ
し
の
冊
子
」『
随
筆
百
花
苑
』
第
九
巻
二
二
三
頁
。

29
）

寄
場
人
足
が
作
業
製
品
の
納
品
や
販
売
、
あ
る
い
は
仲
間
の
人
足
達
の
た
め
の
雑
用
な
ど
で
、
江
戸
市
中
に
使
い
に
出
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を

「
外
使
」
と
称
し
て
い
る
。
山
田
孫
左
衛
門
に
対
す
る
世
評
は
、
人
足
の
外
使
が
寄
場
創
設
の
当
初
よ
り
存
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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30
）

森
山
孝
盛
「
蜑
の
焼
藻
の
記
」『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
二
二
、
二
五
一
頁
、
昭
和
四
十
九
年
、
吉
川
弘
文
館
。
な
お
、
平
松
義
郎
「
人
足
寄
場

起
立
考
」『
石
井
良
助
先
生
還
暦
祝
賀
法
制
史
論
集
』
一
七
一
頁
参
照
。

31
）

水
野
為
長
「
よ
し
の
冊
子
」『
随
筆
百
花
苑
』
第
九
巻
一
六
七
・
二
一
六
頁
。
本
多
忠
籌
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
六
月
十
三
日
に
屋
敷
替
え
が

あ
っ
て
、
龍
口
の
牧
野
備
前
守
上
げ
屋
敷
を
藩
邸
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
（『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
三
十
、
七
六
二
頁
）、
そ
の
修
復
に
寄
場
人
足

を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
寄
場
人
足
を
使
役
し
た
様
子
は
、「
縮
地
千
里
」（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
に
も
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
（『
東
京
市

史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
七
一
八
頁
所
引
）。

彼
の
寄
場
人
足
之
内
、
左
官
大
工
等
職
分
致
候
も
の
ハ
本
公
（
引
用
者
註
、
本
多
忠
籌
の
こ
と
）
屋
敷
え
も
被
召
呼
、
職
分
為
致
、
毎
日
無
宿
島
よ

り
四
五
人
ツ
ヽ
も
参
り
候
由
、
若
途
中
ニ
て
逃
げ
候
て
ハ
長
谷
川
氏
不
念
ニ
成
候
と
て
組
同
心
壱
人
ツ
ヽ
差
添
、
屋
敷
迄
島
よ
り
之
送
り
迎
為
致
候

由
、
尤
木
め
ん
柿
色
水
玉
の
染
出
し
半
て
ん
、
同
し
股
引
、
柿
色
三
尺
手
拭
之
腰
帯
、
同
染
之
手
拭
ほ
う
か
ふ
り
ニ
て
往
来
い
た
し
、
同
心
は
何
之

事
も
な
く
女
芸
者
之
送
り
迎
ひ
の
こ
と
し
、

松
平
定
信
は
、
人
足
寄
場
開
設
に
さ
き
だ
ち
、
無
宿
を
百
姓
に
仕
立
て
る
試
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
本
多
忠
籌
も
こ
れ
に
同
調
し
て
無
宿
三
人
を

も
ら
い
受
け
、
陸
奥
国
泉
藩
に
送
っ
て
い
る
（
高
塩
博
「
熊
本
藩
徒
刑
と
幕
府
人
足
寄
場
の
創
始
」
小
林
宏
・
高
塩
博
編
『
熊
本
藩
法
制
史
料
集
』
一
二

九
四
頁
、
平
成
八
年
、
創
文
社
）。
寛
政
改
革
を
め
ぐ
る
松
平
定
信
と
本
多
忠
籌
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
高
沢
憲
一
『
松
平
定
信
政
権
と
寛
政
改
革
』

第
二
部
第
二
章
（
平
成
二
十
年
、
清
文
堂
出
版
）
参
照
。

32
）

国
会
図
書
館
蔵
「
后
赦
録
（
人
足
寄
場
之
部
）」（
架
号
八
一
三－

四
）。

33
）

浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』（
人
物
叢
書
一
〇
二
）
二
五
八
頁
、
昭
和
三
十
八
年
、
吉
川
弘
文
館
。

34
）

瀧
川
政
次
郎
『
長
谷
川
平
蔵－

そ
の
生
涯
と
人
足
寄
場－
』
一
六
二
頁
、
中
公
文
庫
版
は
一
七
七
頁
。

35
）

し
か
し
な
が
ら
、
紙
漉
は
そ
の
後
い
つ
の
日
か
、
勘
定
奉
行
所
か
ら
の
反
古
が
供
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
中
絶
し
た
。
勘
定
奉
行
石
川
主
水
正

忠
房
と
松
浦
伊
勢
守
忠
は
連
名
で
、
寄
場
で
は
紙
漉
作
業
を
今
日
で
も
出
来
る
か
否
か
に
つ
い
て
照
会
し
た
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）、
同
五
年
、
同

六
年
の
い
ず
れ
か
の
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
照
会
に
対
す
る
寄
場
の
回
答
は
、
手
業
は
一
種
類
で
も
多
い
の
が
望
ま
し
い
の
で
、
反
古
さ
え
提
供
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
紙
漉
を
再
開
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
高
塩
博
・
神
崎
直
美
「
矯
正
研
修
所
所
蔵
「
寄
場
起
立
御
書
付
其
外
共
」－

解
題
と
翻

刻－

」
前
掲
誌
七
七
輯
一
七
〇
頁
、
平
成
八
年
）。
紙
漉
の
手
業
が
こ
れ
を
契
機
に
再
開
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
未
詳
で
あ
る
。

36
）

無
宿
を
人
足
寄
場
に
収
容
す
る
に
際
し
て
、
収
容
期
間
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
高
塩
博
「
幕
府
人
足
寄
場
の
収
容
者
に
つ
い
て
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－

武
家
奉
公
人
と
有
宿－

」『
栃
木
史
学
』
二
三
号
一
三
頁
、
平
成
二
十
一
年
参
照
）。

37
）

司
法
省
蔵
版
・
法
制
史
学
会
編
『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
五
九
頁
、
昭
和
三
十
四
年
、
創
文
社
。

38
）

寄
場
起
立
」『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
八
三
九
頁
。

39
）

寄
場
起
立
」『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
八
四
四
頁
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
寄
場
奉
行
尾
島
三
十
郎
が
町
奉

行
鳥
居
甲
斐
守
（
耀
蔵
）
に
返
答
し
た
書
面
に
よ
る
と
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
と
同
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
火
災
に
よ
っ
て
寄
場
書
類
が
焼
失
し

た
た
め
、
釈
放
者
に
店
を
持
た
せ
た
事
例
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
肥
後
無
宿
玄
碩
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
の
深
川
無
宿
浄
玄
、
文
政
元

年
（
一
八
一
八
）
の
丹
後
無
宿
佐
兵
衛
の
三
例
を
確
認
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
な
お
、
翌
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
正
月
、
職
業
を
も
た
な
い

釈
放
者
に
対
し
、
寄
場
生
産
の
油
を
卸
し
て
こ
れ
を
販
売
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
計
を
営
ま
せ
る
方
策
を
採
用
し
た
（
高
塩
博
・
神
崎
直
美
「
旧
幕
府

引
継
書
「
市
中
取
締
類
集
（
人
足
寄
場
之
部
）」－

解
題
と
翻
刻－

」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
八
輯
一
三
三
・
一
三
四
頁
、
平
成
八

年
）。付

言
す
る
に
、
肥
後
無
宿
玄
碩
に
医
業
を
営
ま
せ
る
た
め
の
店
を
持
た
せ
た
記
事
は
、「
寄
場
人
足
旧
記
留
」
に
も
こ
れ
を
掲
載
す
る
（
高
塩
博
・
神

崎
直
美
「
矯
正
協
会
所
蔵
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」－

解
題
と
翻
刻－

」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
六
輯
一
六
八
頁
、
平
成
七
年
）。

40
）

高
塩
博
・
神
崎
直
美
「
矯
正
協
会
所
蔵
「
寄
場
人
足
旧
記
留
」－

解
題
と
翻
刻－

」
前
掲
誌
七
六
輯
一
六
四
頁
。
な
お
、
辻
敬
助
『
日
本
近
世
行
刑

史
稿
』
上
、
九
五
七
〜
九
五
八
頁
、
お
よ
び
『
丸
山
忠
綱
遺
稿－

加
役
方
人
足
寄
場
に
つ
い
て－

』
二
五
頁
参
照
。

41
）

高
塩
博
・
神
崎
直
美
「
旧
幕
府
引
継
書
「
市
中
取
締
類
集
（
人
足
寄
場
之
部
）」－

解
題
と
翻
刻－

」
前
掲
誌
七
八
輯
一
五
五
頁
。
な
お
、
辻
敬
助

『
日
本
近
世
行
刑
史
稿
』
上
、
九
四
六
〜
九
五
〇
頁
参
照
。

42
）

内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
』
治
罪
門
（
二
）、
四
八
頁
、
明
治
二
十
四
年
（
昭
和
五
十
五
年
原
書
房
復
刻
版
）。

43
）

寄
場
起
立
」『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
第
三
十
三
、
七
八
九
・
八
三
九
・
八
四
二
頁
。
な
お
、
平
松
義
郎
「
人
足
寄
場
の
成
立
と
変
遷
」『
人
足
寄

場
史

我
が
国
自
由
刑
・
保
安
処
分
の
源
流

』
一
一
〇
頁
、「
人
足
寄
場
起
立
考
」『
石
井
良
助
先
生
還
暦
祝
賀
法
制
史
論
集
』
参
照
。

44
）
『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
六
二
頁
。

45
）
『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
六
二
頁
。

46
）
『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
六
五
頁
。

47
）

寛
政
十
年
二
月
晦
日
の
日
付
を
も
つ
「
寄
場
御
仕
置
之
儀
ニ

付
御
尋
之
趣
申
上
候
書
付
」（『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
二
五
頁
）。
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48
）
『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
六
〇
頁
。

49
）
『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
六
六
頁
。
上
記
は
寄
場
外
か
ら
の
二
度
目
の
逃
走
に
対
す
る
処
罰
を
「
入
墨
敲
」
と
す
る
が
、「
御
書
付
類
」
八
十
五

（「
棠
蔭
秘
鑑
」
貞
）
の
「
寄
場
御
仕
置
」
に
し
た
が
っ
て
、「
入
墨
重
敲
」
と
し
た
（『
徳
川
禁
令
考
』
別
巻
二
三
〇
頁
）。

50
）

前
述
し
た
よ
う
に
、
寄
場
を
逃
走
し
た
無
宿
の
新
蔵
は
、
自
首
し
て
出
た
こ
と
に
よ
り
「
手
鎖
申
付
、
如
元
人
足
寄
場
え

差
遣
」
と
い
う
判
決
を
受

け
た
（「
后
赦
録
」
人
足
寄
場
之
部
）。
こ
れ
は
寛
政
十
二
年
八
月
九
日
の
判
決
で
あ
る
か
ら
、
同
年
四
月
二
十
四
日
制
定
の
「
寄
場
仕
置
書
」
第
二
条
但

書
「
後
悔
致
し
立
帰
候
ハ
ヽ
、
三
十
日
手
鎖
」
を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

51
）
『
徳
川
禁
令
考
』
後
集
第
一
、
六
一
頁
。

52
）

違
反
者
に
対
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
辻
敬
助
『
日
本
近
世
行
刑
史
稿
』
上
、
九
二
五
〜
九
五
三
頁
、『
丸
山
忠
綱
遺
稿－

加
役
方
人
足
寄
場
に
つ

い
て－

』
五
四
〜
六
五
頁
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

53
）

幕
府
人
足
寄
場
と
熊
本
藩
徒
刑
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
熊
本
藩
徒
刑
と
幕
府
人
足
寄
場
の
創
始
」（
小
林
宏
・
高
塩
博
編
『
熊
本
藩
法
制

史
料
集
』
所
収
解
説
）、「
人
足
寄
場
の
創
設
と
熊
本
藩
の
徒
刑
制
度
」（『
江
戸
時
代
の
法
と
そ
の
周
縁－

吉
宗
と
重
賢
と
定
信
と－

』
平
成
十
六
年
、
汲

古
書
院
、
初
発
表
は
平
成
十
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

54
）

高
塩
博
「
熊
本
藩
に
誕
生
し
た
近
代
的
自
由
刑
」『
江
戸
時
代
の
法
と
そ
の
周
縁－

吉
宗
と
重
賢
と
定
信
と－

』
初
発
表
は
平
成
八
年
。

55
）

向
後
慎
之
儀
」
は
、
刑
罰
執
行
手
続
き
な
ど
の
規
定
集
と
も
い
う
べ
き
「
御
刑
法
方
定
式
」
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
（
小
林
宏
・
高
塩
博

編
『
熊
本
藩
法
制
史
料
集
』
九
五
五
頁
）。

一
徒
刑
ニ

被
仰
付
候
者
ハ
、
御
昇
頭

申
渡
済
候
上
、
早
速
眉
を
剃
、
或
入
墨
い
た
し
、
御
刑
法
相
済
揃
置
、
畢
て
向
後
慎
之
儀
御
昇
頭

申
渡
、
左

候
て
廻
役
え

は
御
飛
脚
番
小
頭

引
渡
候
事
、

〔
付
札
〕

徒
刑
之
者
慎
之
儀
、
本
行
之
通
御
昇
小
頭

申
渡
来
候
処
、
御
昇
頭

一
同
ニ

被
申
渡
候
様
、
安
永
元
年
十
二
月

極
候
事
、

但
、
徒
刑
被
仰
付
者
人
数
多
時
ハ
、
先
一
人
〳
〵
へ
罪
状
之
趣
被
申
渡
筈
候
事
、」

な
お
、「
向
後
慎
之
儀
」
の
文
面
は
確
認
し
て
い
な
い
。
ご
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

56
）

定
小
屋
か
ら
逃
走
し
た
徒
刑
囚
を
死
刑
に
処
す
こ
と
は
、
宝
暦
十
一
年
施
行
の
「
刑
法
草
書
」
雑
犯
第
八
条
に
「
一
徒
刑
之
者
、
定
小
屋
を
逃
出
候

ハ
ヽ
刎
首
即
決
」
と
定
め
る
規
定
に
も
と
づ
く
（『
熊
本
藩
法
制
史
料
集
』
四
〇
四
頁
）。

57
）

逃
走
の
徒
刑
囚
を
刎
首
即
決
に
処
す
際
、
見
懲
と
し
て
徒
刑
囚
に
見
物
さ
せ
る
こ
と
は
、「
肥
後
経
済
録
」（
旧
熊
本
藩
士
大
村
庄
助
著
、
明
和
四
・
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五
年
ご
ろ
の
成
立
）
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（『
熊
本
藩
法
制
史
料
集
』
一
一
八
七
頁
）。

も
し
欠
落
仕
候
も
の
は
早
速
召
捕
、
除
日
之
外
は
即
日
刎
首
ニ

仕
候
、（
中
略
）
刎
首
之
場
は
牢
屋
ハ
前
ニ

常
に
土
壇
を
拵
置
、
誅
罰
申
付
ら
れ
候

節
ハ
、
牢
者
残
ら
す
出
し
取
扱
い
た
さ
せ
候
、
然
れ
と
も
、
殊
之
外
恐
れ
候
も
の
ニ

は
強
て
い
た
さ
せ
不
申
、
穢
多
と
も
替
り
ニ

い
た
し
申
候
ニ

付
、
何
れ
も
其
廻
り
ニ

居
見
物
仕
候
、

右
に
「
牢
屋
」
と
い
う
の
は
、
定
小
屋
の
こ
と
で
あ
る
。
定
小
屋
の
見
取
図
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
八
八
）
と
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
二
図
が
知

ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
図
に
も
逃
走
の
徒
刑
囚
を
刎
首
に
処
す
場
所
が
描
か
れ
て
い
る
（『
熊
本
藩
法
制
史
料
集
』
一
二
二
・
一
二
二
一
頁
）。

58
）

死
刑
一
巻
帳
書
抜
」『
熊
本
藩
法
制
史
料
集
』
九
八
二
〜
九
九
三
頁
。

な
お
、
小
林
宏
氏
に
よ
る
と
、「
向
後
慎
之
儀
」
な
ら
び
に
定
小
屋
か
ら
の
逃
走
者
を
死
刑
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
淵
源
を
『
周
礼
』
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
（「
熊
本
藩
と
『
大
明
律
例
譯
義
』」『
日
本
に
お
け
る
立
法
と
法
解
釈
の
史
的
研
究
』
二
二
四
頁
、
平
成
二
十
一
年
、
汲
古
書
院
、
初

発
表
は
平
成
元
年
）。

59
）

幕
府
人
足
寄
場
で
は
無
宿
を
収
容
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
寄
場
人
足
共
へ
申
渡
書
」
な
ら
び
に
「
寄
場
御
仕
置
書
」
を
読
み
聞
か
せ
て
い
る
。
石
井

良
助
氏
は
、
こ
の
点
に
着
目
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
（「
日
本
刑
罰
史
に
お
け
る
人
足
寄
場
の
地
位
）『
日
本
刑
事
法
史
』
法
制
史
論
集
第
一

〇
巻
一
八
五
頁
、
昭
和
六
十
一
年
、
創
文
社
、
初
発
表
は
昭
和
四
十
九
年
）。

江
戸
幕
府
は
人
民
に
対
し
て
、
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
を
秘
密
に
す
る
建
前
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
寄
場
人
足
に
対
し
て
入
場
の
と
き
に
、

寄
場
内
で
の
悪
事
に
対
す
る
刑
罰
を
公
開
し
た
こ
と
は
特
別
の
処
置
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
寄
場
で
「
刑
名
を
顕
」
す
掟
書
を
作

っ
て
人
足
共
に
示
し
た
こ
と
は
き
わ
め
て
違
例
な
の
で
あ
り
、（
中
略
）
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
人
足
寄
場
と
い
う
も
の
が
、
幕
府
の
そ
れ
ま
で
に
な

い
新
し
い
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

寄
場
人
足
共
へ
申
渡
書
」
な
ら
び
に
「
寄
場
御
仕
置
書
」
の
読
み
聞
か
せ
は
、「
幕
府
の
そ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
姿
勢
を
示
す
」「
特
別
の
処
置
」

で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
処
置
は
熊
本
藩
の
徒
刑
制
度
に
お
け
る
「
向
後
慎
之
儀
」
に
示
唆
を
得
た
可
能
性
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
幕
府
人
足
寄
場
は
、
人
足
収
容
時
に
お
け
る
「
申
渡
書
」「
仕
置
書
」
の
読
み
聞
か
せ
を
幕
末
に
至
っ
て
も
依
然
と
し
て
こ
れ
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
二
月
の
「
与
力
同
心
務
方
書
上
帳
」
に
、「
同
所
（
人
足
寄
場
）
え

人
足
新
入
之
も
の
有
之
候
節
、
同
所

元
〆
役

見
廻
与
力
・
御
小
人
目
付
、
私
共
一
同
立
合
御
条
目
為
読
聞
候
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
こ
こ
に
「
私
共
」
と
あ
る
の
は
、「
人
足

寄
場
定
掛
り
」
を
つ
と
め
る
南
北
町
奉
行
所
の
同
心
で
あ
る
（『
原
胤
昭
旧
蔵
資
料
調
査
報
告
書
⑴

江
戸
町
奉
行
所
与
力
・
同
心
関
係
史
料

』
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一
五
九
頁
、
平
成
二
十
年
、
千
代
田
区
教
育
委
員
会
編
集
発
行
）。

60
）

人
足
寄
場
の
創
設
に
あ
た
り
、
独
創
的
な
方
策
を
長
谷
川
平
蔵
が
数
々
考
案
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
証

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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